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青
森
県
告
示
第
七
十
四
号

次
の
と
お
り
森
林
に
つ
い
て
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
森
林
法

(

昭
和
二

十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

十
和
田
市
西
十
一
番
町
二
九
の
四
五
三
、
二
九
の
四
五
四
、
三
七
八
の
一
か
ら
三
七
八
の
五
ま

で
、
三
七
八
の
八
か
ら
三
七
八
の
一
七
ま
で
、
三
七
九
の
一
か
ら
三
七
九
の
八
ま
で
、
西
二
十
一

番
町
二
八
八
の
一
、
二
八
八
の
五
、
二
九
七
の
四
、
二
九
八
の
六
、
三
〇
二
の
一
、
三
六
三
の
二
、

三
六
五
の
一
、
三
六
五
の
二
、
三
六
五
の
四
か
ら
三
六
五
の
六
ま
で
、
三
六
五
の
八
か
ら
三
六
五

の
一
四
ま
で
、
三
六
五
の
一
六
、
三
六
五
の
一
八
か
ら
三
六
五
の
二
五
ま
で
、
三
六
五
の
二
七
、

三
六
八
の
一
か
ら
三
六
八
の
一
二
ま
で
、
三
六
八
の
一
五
か
ら
三
六
八
の
三
二
ま
で
、
西
二
十
二

番
町
三
五
五
の
二
か
ら
三
五
五
の
五
二
ま
で
、
三
五
九
の
二
か
ら
三
五
九
の
四
ま
で
、
三
六
六
の

二
、
三
六
六
の
四
か
ら
三
六
六
の
二
五
ま
で
、
西
二
十
三
番
町
三
五
二
の
一
、
三
五
二
の
三
、
大

字
三
本
木
字
西
金
崎
三
六
九
の
一
、
三
六
九
の
三
か
ら
三
六
九
の
四
七
ま
で
、
三
六
九
の
四
九
、

三
六
九
の
五
一
、
三
六
九
の
五
二
、
三
六
九
の
五
七
、
三
六
九
の
五
八
、
三
六
九
の
六
〇
、
三
六

九
の
六
一
、
三
七
一
の
一
、
三
七
一
の
三
か
ら
三
七
一
の
一
三
ま
で
、
三
七
五
の
一
か
ら
三
七
五

の
三
三
ま
で
、
三
八
一
の
一
か
ら
三
八
一
の
一
六
ま
で
、
三
八
二
の
一
か
ら
三
八
二
の
一
四
ま
で
、

三
八
二
の
一
六
か
ら
三
八
二
の
三
四
ま
で
、
三
八
二
の
三
八
か
ら
三
八
二
の
四
一
ま
で
、
字
本
金

崎
一
二
九
の
二
、
二
一
六
の
四
、
三
六
九
の
一
、
三
六
九
の
二
九
か
ら
三
六
九
の
三
八
ま
で
、
三

六
九
の
六
九
、
三
六
九
の
七
二
か
ら
三
六
九
の
九
八
ま
で
、
三
七
〇
の
二
、
三
七
〇
の
一
七
か
ら

三
七
〇
の
三
三
ま
で
、
三
七
〇
の
三
六
、
三
七
〇
の
三
八
か
ら
三
七
〇
の
五
五
ま
で
、
三
七
三
の

三
、
三
七
三
の
五
、
三
七
三
の
七
、
三
七
六
の
三
、
三
七
六
の
五
か
ら
三
七
六
の
八
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

風
害
の
防
備

三

保
安
林
を
解
除
し
よ
う
と
す
る
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

青
森
県
告
示
第
七
十
五
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号)

第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課
及
び
中
南
地
域
県
民
局
地
域
整
備

部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

紙
漉
沢
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標

柱
一
号
と
標
柱
六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
標
柱
を
結
ぶ
線
は

直
線
と
す
る
。

標
柱
を
設
置
し
た
土
地
の
表
示

青
森
県
告
示
第
七
十
六
号

建
築
基
準
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
同
法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
行
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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堰
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一
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一

三
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青
森
県
告
示
第
七
十
七
号

建
築
基
準
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
同
法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
行
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
七
十
八
号

建
築
基
準
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
同
法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
行
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
七
十
九
号

建
築
基
準
法

(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
同
法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
行
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
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区

分

名

称

住

所

構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
前

日
本
建
築

検
査
協
会

株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
三
丁
目
一
三
の
一

一

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
三
丁
目
一
五
の
六

松
木
ビ
ル
三
階

平
成
二
十
七
年
九
月

二
十
四
日

変
更
後

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
三
丁
目
一
三
の
一

一

油
脂
工
業
会
館

五
階

区

分

名

称

住

所

構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
前

株
式
会
社

東
京
建
築

検
査
機
構

東
京
都
中
央
区
東
日

本
橋
一
丁
目
一
の
四

東
京
都
中
央
区
東
日

本
橋
一
丁
目
一
の
四

東
日
本
橋
Ｍ
―
一

ビ
ル

平
成
二
十
七
年
九
月

二
十
八
日

変
更
後

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
富
沢
町
一
〇
の
一

六

区

分

名

称

住

所

構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
前

株
式
会
社

グ
ッ
ド
・

ア
イ
ズ
建

築
検
査
機

構

東
京
都
新
宿
区
百
人

町
二
丁
目
一
六
の
一

五

(

新
宿
本
店)

東
京

都
新
宿
区
百
人
町
二

丁
目
一
六
の
一
五

(

郡
山
事
務
所)

福

島
県
郡
山
市
喜
久
田

町
字
松
ヶ
作
一
六
の

一
四
一

(

仙
台
事
務
所)

宮

城
県
仙
台
市
青
葉
区

中
央
二
丁
目
二
の
一

〇

平
成
二
十
七
年
十
二

月
十
五
日

変
更
後

(

新
宿
本
店)

東
京

都
新
宿
区
百
人
町
二

丁
目
一
六
の
一
五

(

横
浜
事
務
所)

神

奈
川
県
横
浜
市
中
区

尾
上
町
四
丁
目
五
七

(

郡
山
事
務
所)

福

島
県
郡
山
市
喜
久
田

町
字
松
ヶ
作
一
六
の

一
四
一

(

仙
台
事
務
所)

宮

城
県
仙
台
市
青
葉
区

中
央
二
丁
目
二
の
一

〇



( )

務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青 森 県 報平成28年２月５日 金曜日 第4106号 4

区

分

名

称

住

所

構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
前

株
式
会
社

建
築
構
造

セ
ン
タ
ー

東
京
都
新
宿
区
新
宿

一
丁
目
八
の
一

(

本
社)

東
京
都
新

宿
区
新
宿
一
丁
目
八

の
一

大
橋
御
苑
駅

ビ
ル
六
階

(

東
北
事
務
所)

宮

城
県
仙
台
市
青
葉
区

本
町
二
丁
目
一
〇
の

二
八

カ
メ
イ
仙
台

グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
三

階(

福
島
事
務
所)

福

島
県
郡
山
市
中
町
一

一
の
五

や
ま
の
い

ビ
ル
一
〇
〇
三
号
室

(

埼
玉
事
務
所)
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
高
砂
二
丁
目
二

の
三

さ
い
た
ま
浦

和
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三

階(

神
奈
川
事
務
所)

神
奈
川
県
横
浜
市
西

区
北
幸
二
丁
目
三
の

一
九

日
総
第
八
ビ

ル
八
階

(

愛
知
事
務
所)

愛

知
県
名
古
屋
市
中
区

栄
四
丁
目
一
四
の
二

久
屋
パ
ー
ク
ビ
ル

七
階

(

山
陰
事
務
所)

島

根
県
松
江
市
中
原
町

六(

岡
山
事
務
所)

岡

山
県
岡
山
市
北
区
内

山
下
一
丁
目
三
の
一

九

成
広
ビ
ル
二
階

(

広
島
事
務
所)

広

島
県
広
島
市
中
区
八

丁
堀
一
五
の
六

広

平
成
二
十
八
年
一
月

十
五
日

島
ち
ゅ
う
ぎ
ん
ビ
ル

七
〇
四
―
二
号
室

(

愛
媛
事
務
所)

愛

媛
県
松
山
市
三
番
町

七
丁
目
一
三
の
一
三

ミ
ツ
ネ
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
六
〇
一
号
室

(

佐
賀
事
務
所)

佐

賀
県
佐
賀
市
駅
前
中

央
一
丁
目
九
の
三
八

い
ち
ご
佐
賀
ビ
ル

七
〇
四
号
室

(

長
崎
事
務
所)

長

崎
県
長
崎
市
万
才
町

三
の
四

長
崎
ビ
ル

八
階

(

宮
崎
事
務
所)

宮

崎
県
宮
崎
市
川
原
町

五
の
一
〇

ミ
ネ
ッ

ク
ス
川
原
八
階

(

鹿
児
島
事
務
所)

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

西
千
石
町
一
一
の
二

一

鹿
児
島
Ｍ
Ｓ
ビ

ル
二
階
Ｂ
号
室

(

沖
縄
事
務
所)

沖

縄
県
浦
添
市
牧
港
五

丁
目
六
の
八

沖
縄

県
建
設
会
館
四
階

変
更
後

(

本
社)

東
京
都
新

宿
区
新
宿
一
丁
目
八

の
一

大
橋
御
苑
駅

ビ
ル
六
階

(

東
北
事
務
所)

宮

城
県
仙
台
市
青
葉
区

本
町
二
丁
目
一
〇
の

二
八

カ
メ
イ
仙
台

グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
三

階(

福
島
事
務
所)

福

島
県
郡
山
市
中
町
一

一
の
五

や
ま
の
い

ビ
ル
一
〇
〇
三
号
室

(

埼
玉
事
務
所)

埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
高
砂
二
丁
目
二

の
三

さ
い
た
ま
浦

和
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三

階(

千
葉
事
務
所)

千

葉
県
船
橋
市
葛
飾
町

二
丁
目
四
一
二
の
三

丸
庄
ビ
ル
一
階



( )

公

告

大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
大
規

模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

マ
エ
ダ
モ
ー
ル
お
い
ら
せ

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
緑
ヶ
丘
一
丁
目
五
〇
の
二
外

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

前
田
商
事
株
式
会
社

む
つ
市
小
川
町
二
丁
目
四
の
八

代
表
取
締
役

前
田
恵
三

三

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
日

五

届
出
書
の
縦
覧

青 森 県 報平成28年２月５日 金曜日 第4106号5
(

神
奈
川
事
務
所)

神
奈
川
県
横
浜
市
西

区
北
幸
二
丁
目
三
の

一
九

日
総
第
八
ビ

ル
八
階

(

長
野
事
務
所)

長

野
県
長
野
市
南
県
町

一
〇
八
二

Ｋ
Ｏ
Ｙ

Ｏ
南
県
町
ビ
ル
五
階

(

愛
知
事
務
所)

愛

知
県
名
古
屋
市
中
区

栄
四
丁
目
一
四
の
二

久
屋
パ
ー
ク
ビ
ル

七
階

(

山
陰
事
務
所)

島

根
県
松
江
市
中
原
町

六
番
地

(

岡
山
事
務
所)

岡

山
県
岡
山
市
北
区
内

山
下
一
丁
目
三
の
一

九

成
広
ビ
ル
二
階

(
広
島
事
務
所)

広

島
県
広
島
市
中
区
八

丁
堀
一
五
の
六

広

島
ち
ゅ
う
ぎ
ん
ビ
ル

七
〇
四
―
二
号
室

(

愛
媛
事
務
所)

愛

媛
県
松
山
市
三
番
町

七
丁
目
一
三
の
一
三

ミ
ツ
ネ
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
六
〇
一
号
室

(

福
岡
事
務
所)

福

岡
県
福
岡
市
博
多
区

御
供
所
町
一
の
一

西
鉄
祇
園
ビ
ル
三
階

(

佐
賀
事
務
所)

佐

賀
県
佐
賀
市
駅
前
中

央
一
丁
目
九
の
三
八

い
ち
ご
佐
賀
ビ
ル

七
〇
四
号
室

(

長
崎
事
務
所)

長

崎
県
長
崎
市
万
才
町

三
の
四

長
崎
ビ
ル

八
階

(

宮
崎
事
務
所)

宮

崎
県
宮
崎
市
川
原
町

五
の
一
〇

ミ
ネ
ッ

ク
ス
川
原
八
階

(

鹿
児
島
事
務
所)

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

西
千
石
町
一
一
の
二

一

鹿
児
島
Ｍ
Ｓ
ビ

ル
二
階
Ｂ
号
室

(

沖
縄
事
務
所)

沖

縄
県
浦
添
市
牧
港
五

丁
目
六
の
八

沖
縄

県
建
設
会
館
四
階

変

更

前

変

更

後

変

更

年
月
日

株
式
会
社
薬
王
堂

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
南
矢
幅
第

七
地
割
四
四
五

代
表
取
締
役

西
郷
辰
弘

株
式
会
社
薬
王
堂

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
広
宮
沢
第

三
地
割
二
四
二
の
一

代
表
取
締
役

西
郷
辰
弘

平
成

��

･

�･

��



( )

１

場
所

青
森
県
商
工
労
働
部
商
工
政
策
課
及
び
お
い
ら
せ
町
役
場

２

期
間

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日
か
ら
同
年
六
月
五
日
ま
で

３

時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

た
だ
し
、
お
い
ら
せ
町
役
場
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
務
時
間
内
と
す
る
。

六

意
見
書
の
提
出

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

提
出
期
限

平
成
二
十
八
年
六
月
五
日

２

提
出
先

青
森
県
商
工
労
働
部
商
工
政
策
課

３

記
載
事
項

�

意
見
書
の
提
出
者
の
氏
名

(

法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名)

及
び
住
所

�

意
見
書
の
提
出
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

�

意
見
及
び
そ
の
理
由

４

言
語

意
見
書
は
、
日
本
語
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
。

大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
大
規

模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

マ
エ
ダ
モ
ー
ル
お
い
ら
せ

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
緑
ヶ
丘
一
丁
目
五
〇
の
二
外

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

前
田
商
事
株
式
会
社

む
つ
市
小
川
町
二
丁
目
四
の
八

代
表
取
締
役

前
田
恵
三

三

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
日

五

届
出
書
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧

１

場
所

青
森
県
商
工
労
働
部
商
工
政
策
課
及
び
お
い
ら
せ
町
役
場

２

期
間

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日
か
ら
同
年
六
月
五
日
ま
で

３

時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

た
だ
し
、
お
い
ら
せ
町
役
場
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
務
時
間
内
と
す
る
。

六

意
見
書
の
提
出

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

提
出
期
限

平
成
二
十
八
年
六
月
五
日

青 森 県 報平成28年２月５日 金曜日 第4106号 6

区

分

変

更

前

変

更

後

変

更

年
月
日

大
規
模

小
売
店

舗
の
施

設
の
運

営
方
法

に
関
す

る
事
項

大
規
模
小

売
店
舗
に

お
い
て
小

売
業
を
行

う
者
の
開

店
時
刻
及

び
閉
店
時

刻

株
式
会
社
薬
王
堂

開
店
時
刻

午
前
九
時

閉
店
時
刻

午
後
九
時

株
式
会
社
薬
王
堂

開
店
時
刻

午
前
六
時
十

分閉
店
時
刻

翌
午
前
零
時

来
客
が
駐

車
場
を
利

用
す
る
こ

と
が
で
き

る
時
間
帯

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
翌

午
前
零
時
十
五
分
ま
で

午
前
六
時
か
ら
翌
午
前
零

時
十
五
分
ま
で

平
成

��･

�･

��



( )

２

提
出
先

青
森
県
商
工
労
働
部
商
工
政
策
課

３

記
載
事
項

�

意
見
書
の
提
出
者
の
氏
名

(

法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名)

及
び
住
所

�

意
見
書
の
提
出
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

�

意
見
及
び
そ
の
理
由

４

言
語

意
見
書
は
、
日
本
語
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
。

収

用

委

員

会

公
示
送
達

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号)
第
六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
裁
決

書
の
正
本
を
送
達
す
る
に
当
た
り
、
土
地
収
用
法
施
行
令(
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号)

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
同
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示

送
達
を
行
う
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
収
用
委
員
会
会
長

赤

津

重

光

一

送
達
す
べ
き
裁
決
書
の
名
称

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
五
日
付
け
裁
決
書

(

青
収
委
第
四
十
七
号)

二

送
達
を
受
け
る
べ
き
者

別
表
の
と
お
り

三

送
達
す
べ
き
書
類
の
保
管
場
所

一
の
裁
決
書
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
監
理
課
内
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も

そ
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四

そ
の
他

一
の
裁
決
書
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
送
達
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

別
表

雑

報

青
森
県
事
業
団
公
告
第
一
号

平
成
二
十
八
年
一
月
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
理
事
会
第
二
百
八
回
定
例
会
の
議
を
経
た

平
成
二
十
七
年
度
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
一
般
事
業
会
計
補
正
予
算

(

第
二
号)

ほ
か
二

件
の
要
領
を
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号)

附
則
第

三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
三
百
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団

理
事
長

三

村

申

吾

青 森 県 報平成28年２月５日 金曜日 第4106号7

氏
名

住
所

不
明
た
だ
し
､
赤
川
清
太
郎
又

は
そ
の
相
続
人

不
明
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千円 千円 千円

千円 千円 千円

平成27年度青森県新産業都市建設事業団一般事業会計補正予算 (第２号)

平成27年度青森県新産業都市建設事業団一般事業会計補正予算 (第２号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ136,958千円を追加し､ 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ137,019

千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は ｢第１表歳入歳

出予算補正｣ による｡

第１表 歳入歳出予算補正

歳 入

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 事 業 収 入 �� ������� ��	�
��

１ 臨 海 収 入 �� ����
	� �������

２ 市 川 収 入 � �	� ���

歳 入 合 計 �� ������� ��	�
��

歳 出

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 事 業 支 出 �� ������� ��	�
��

１ 臨海事業費 �� ����
	� �������

２ 市川事業費 � �	� ���

歳 出 合 計 �� ������� ��	�
��

平成27年度青森県新産業都市建設事業団百石住宅用地造成事業会計補正予算 (第１号)

(総 則)

第１条 平成27年度青森県新産業都市建設事業団百石住宅用地造成事業会計補正予算 (第１号) は､ 次に定めるとこ

ろによる｡

(資本的収入及び支出)

第２条 平成27年度青森県新産業都市建設事業団百石住宅用地造成事業会計予算第３条に定めた資本的支出の予定額

を､ 次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

支 出

第１款 資 本 的 支 出 300,000千円 △220,000千円 80,000千円

第１項 長期借入金償還金 300,000千円 △220,000千円 80,000千円
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平成27年度青森県新産業都市建設事業団八戸北インター工業用地造成事業会計補正予算 (第２号)

(総 則)

第１条 平成27年度青森県新産業都市建設事業団八戸北インター工業用地造成事業会計補正予算 (第２号) は､ 次に

定めるところによる｡

(債務負担行為)

第２条 平成27年度青森県新産業都市建設事業団八戸北インター工業用地造成事業会計予算第４条の次に､ 次の１条

を加える｡

(債務負担行為)

第５条 債務負担行為をすることができる事項､ 期間及び限度額は､ 次のとおりと定める｡

事 項 期 間 限 度 額

１号区画道路等工事代金 平成28年度 ���������



( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
四
十
四
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行
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